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１工区周辺域の面的な海底地形の変化１工区周辺域の面的な海底地形の変化

平成18年3月22日とと平成19年9月3日（台風９号通過前）の比較の比較

（工事後（工事後約一年約一年の比較）の比較）

施工前海底面に
対して、±0.5m

石積み護岸石積み護岸
ののり先ののり先

施行後施行後
１年後１年後

地形地形
変化変化

基準とする値基準とする値検証場所検証場所
目標達目標達
成時期成時期

検証検証
項目項目

地形測量結果に関する検証基準に関する検証基準

1-2 地形測量結果に関する検証結果
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横断図 No.82
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1m

№78 №79 №80 №81 №82 №83 №83+13.4m

塩浜二丁目

№82

石積護岸

検証箇所（のり先）における施工前と施工後一年の検証箇所（のり先）における施工前と施工後一年の
地形変化は、地形変化は、1010㎝㎝以下であった。以下であった。

※H19H19年年99
月は、月は、台風
９号通過前
のの99月月33日日

測量結果測量結果
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2. 底質（粒度）の状況

2-1 調査結果

施工後約１ヶ月：

平成18年9月

施工後約8ヶ月：

平成19年4月

施工後約１年：

平成19年8月

施工前：

平成18年4月

１工区１工区
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泥
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の
割
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（
%
）

H18年4月 H18年9月

H19年4月 H19年8月：台風通過前

H19年9月：台風通過後

0 50m

Ｎ塩浜二丁目

1m

1m

№78 №79 №80 №81 №82 №83 №83+13.4m

塩浜二丁目

№82

ハビタット

澪筋

ハビタット

砂混じりシルト

ハビタット

砂混じりシルト

※泥分は、シルト分と粘土分の割合の合計

１工区における泥分の割合の変化（台風１工区における泥分の割合の変化（台風99号通過後）号通過後）
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目標達成基準２に対する検証と評価

周辺海底地形に洗掘等の著しい変化が生じないこと
目標目標
達成達成
基準基準２

海底地形に関する検証基準

検証箇所（のり先）における施工前と施工後約一年の地形変化は、10
㎝以下であり、海底地形に関する検証基準「施工前海底面に対して
±50㎝」を満たしていた。

底質（粒度）に関する検証基準

泥分の割合は、検証箇所である離岸距離22m～30m、及び80m～100
ｍでは、約10～30%までの値であり、底質（粒度）に関する検証基準
「泥分の割合が40％を超えないこと」を満たしていた。

検証検証
結果結果

海底地形、底質（粒度）ともに、季節的な変動等はみられるも
のの、生態系に大きな影響を与えるような、大きな変化等は
生じていない。

工事工事
一年一年
後の後の
評価評価
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1. 生物調査 1-1  ２工区の状況

5種：

ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ、イボニシ、アラムシロガイ、ｼﾏﾒﾉｳﾌﾈｶﾞｲ、イボニシ、アラムシロガイ、
マガキ、ヤドカリ類マガキ、ヤドカリ類

4種：

アラムシロガイ、マガキ、ヤドカリ類、アラムシロガイ、マガキ、ヤドカリ類、

ケフサイソガニケフサイソガニ

低低
潮潮
帯帯

5種：

イボニシ、マガキ、ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ、イボニシ、マガキ、ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ、

ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ケフサイソガニﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ケフサイソガニ

2種：

マガキ、ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞマガキ、ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ

約1ヶ月後 夏季夏季 H19H19年年88月月

（石積護岸）（石積護岸）

5種：

尋常海面綱、タマキビガイ、イボニシ、尋常海面綱、タマキビガイ、イボニシ、

マガキ、ヤドカリ類マガキ、ヤドカリ類

中中
潮潮
帯帯

7種：

ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ、タマキビガイ、ﾀﾃｼﾞﾏｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ、タマキビガイ、

カラマツガイ、ムラサキガイ、マガキ、カラマツガイ、ムラサキガイ、マガキ、

イワフジツボ、ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞイワフジツボ、ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ

高高
潮潮
帯帯

施工前 春季春季 H19H19年年44月月

((直立護岸直立護岸))

捨 石

H.W.L. AP+2.10m

L.W.L. AP+0.00m
低潮帯

中潮帯

高潮帯

潮間帯

石積護岸

潮間帯動物の確認状況潮間帯動物の確認状況 種類数／種類数／0.250.25㎡㎡
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その他のモニタリング調査結果



1-2 １工区（乱積部）の状況

5種：イボニシ、トゲアメフラシ、マガキ、イボニシ、トゲアメフラシ、マガキ、

シロスジフジツボ、ヤドカリ類シロスジフジツボ、ヤドカリ類

低潮帯低潮帯

4種：マガキ、イワフジツボ、シロスジフジマガキ、イワフジツボ、シロスジフジ

ツボ、タテジマフジツボツボ、タテジマフジツボ

1種：タテジマフジツボタテジマフジツボ

約約11ヶ月ヶ月後、夏季後、夏季 H19H19年年88月月

（石積護岸・（石積護岸・乱積み乱積み））

中潮帯中潮帯

高潮帯高潮帯

種類数／種類数／0.250.25㎡㎡潮間帯動物の確認状況潮間帯動物の確認状況
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7種：イボニシ、マガキ、イボニシ、マガキ、

タテジマフジツボ、スジエビモドキ、タテジマフジツボ、スジエビモドキ、

ヤドカリ類、ケフサイソガニ、チチブヤドカリ類、ケフサイソガニ、チチブ

低潮帯低潮帯

3種：マガキ、タテジマフジツボ、マガキ、タテジマフジツボ、

フナムシフナムシ

2種：シロスジフジツボ、シロスジフジツボ、

タテジマフジツボタテジマフジツボ

約約11ヶ月ヶ月後、夏季後、夏季 H1H188年年99月月

（石積護岸・（石積護岸・層積み層積み））

中潮帯中潮帯

高潮帯高潮帯

施工後約１ヶ月では、高潮帯は、タテジマフジツボのみ。施工後約１ヶ月では、高潮帯は、タテジマフジツボのみ。
中潮帯、低潮帯は、工事前と同水準の種類数が確認されている。中潮帯、低潮帯は、工事前と同水準の種類数が確認されている。
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1-3 １工区、東側端部
の状況（海底地形）
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横断図 No.83+13.4m+15.0m
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台風９号通過による市川海岸の状況

１工区前面から塩浜１丁目方向１工区前面から塩浜１丁目方向

撮影：平成撮影：平成1919年年99月月77日日66時時3535分分
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台風通過時の波浪の状況
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18日

有義波高のピーク(9月7日4時)
最大波高Hmax＝1.88m
有義波高H1/3＝1.03m
波向：150°（南東）

有義波高(m)

波向

風(m/sec)

台風９号通過

※風は船橋測候所データ
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3. 底質（粒度）
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台風台風99号通過前号通過前
H19H19年年88月月2727日日

台風台風99号通過後号通過後
H19H19年年99月月2121日日
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測線№82
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4. 生 物

9種：

ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科、イボニシ、マガキ、ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科、イボニシ、マガキ、

ヤドカリ類、ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ、シロボヤ、ヤドカリ類、ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ、シロボヤ、

トサカギンポ、シマハゼ類、チチブ属トサカギンポ、シマハゼ類、チチブ属

11種：

尋常海面綱、ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科、イボニシ、

ｱﾗﾑｼﾛｶﾞｲ、マガキ、ｳｽｶﾗｼｵﾂｶﾞｲ、

ヤドカリ類、ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ、ナベカ属、

シマハゼ属、チチブ属

低低
潮潮
帯帯

12種：

イボニシ、マガキ、イボニシ、マガキ、ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ、

ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｼﾞﾂﾎﾞ、スジエビ属、

ヤドカリ類、ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ、ヒライソガニ、

トサカギンポ、チチブ属

5種：

ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ、マガキ、ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ、マガキ、ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、

ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ

台風９号台風９号通過後 H19H19年年99月月2121日日

8種：

ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ、イボニシ、マガキ、ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、

ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｼﾞﾂﾎﾞ、フナムシ、

ヤドカリ類

中中
潮潮
帯帯

7種：

ﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ、ｱﾗﾚﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ、マガキ、

ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ｼﾛｽｼﾞﾌｼﾞﾂﾎﾞ、ﾀﾃｼﾞﾏﾌｼﾞﾂﾎﾞ、

フナムシ

高高
潮潮
帯帯

台風９号通過前 H19H19年年88月月2727日日

台風９号通過前後の潮間帯動物の確認状況台風９号通過前後の潮間帯動物の確認状況 測線№82

捨 石

H.W.L. AP+2.10m

L.W.L. AP+0.00m
低潮帯

中潮帯

高潮帯

潮間帯

石積護岸

捨 石

H.W.L. AP+2.10m

L.W.L. AP+0.00m
低潮帯

中潮帯

高潮帯

潮間帯

石積護岸
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１工区完成断面の状況１工区完成断面の状況

１工区乱積み部の状況１工区乱積み部の状況

5. 景観

（ゴミの漂着状況等）
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5. 景観

（ゴミの漂着状況等）

１工区の東側端部１工区の東側端部
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西側端部と同様に、東
側端部でもゴミが集積し
ている状況がみられる。
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